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小山市教育委員会会議録 

（令和７年１０月定例会） 

1.会議の日時及び場所                          

 日時 令和７年１０月１５日（水）午後２時３５分～午後３時１０分 

 場所 大谷市民交流センター（あいとぴあ）会議室１、２ 

 

2.会議の組織人員 

 人数 ５人 

 

3.出席委員 

 教育長            濱 口 隆 晴 

 １ 番             岩 井 正 夫 

 ２ 番             荒 井 友 子（欠席） 

 ３ 番             奥 中 栄 二 

 ４ 番                大 橋 雅 子 

 ５ 番                 高 橋 真 美 

 

4.説明のため本会議に出席した職員 

こ ど も 未 来 部 長   上 野 信 茂 

こども未 来 部 次 長  宮 田  悟 

生 涯 学 習 部 長  篠 原  正 

生 涯 学 習 部 次 長  渡 邉 正 樹 

教 育 総 務 課 長  日 高 恵 子 

こ ど も 政 策 課 長  田 中 秀 和 

こ ど も 教 育 課 長  佐 山 幸 代 

青 少 年 支 援 課 長  井 口 信 行 

子育て家庭支援課長  櫻 井 和 代 

保 育 課 長  中 林 健 一 

学 校 支 援 課 長 酒 寄 広 子 

生 涯 学 習 文 化 課 長  望 月 秀 展     

文 化 財 課 長  星 場 崇 徳 

生 涯 ス ポ ー ツ 課 長  篠 崎  武 

中 央 図 書 館 長  江 藤 和 枝 

博 物 館 館 長  佐 久 間 弘 行 

教 育 研 究 所 長  和 久  真 
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5.書記 

教育総務課教育総務係長  前 田 千 穂 

教 育 総 務 課  田 崎 淳 子 

 

６．会議事項 

（１）報告事項 

①教育長 

②教育長職務代理者 

③事務局 

ア こども未来部部長 

イ 次長 

ウ 生涯学習部部長 

エ 次長 

オ 教育総務課 

 ・寄付受け入れについて 

 ・叙位叙勲の伝達について 

カ こども教育課 

 ・第１回アジア湿地学校ネットワーク会議への参加について 

キ 教育研究所 

 ・市内小・中・義務教育学校の校務用端末及び児童生徒１人１台端末の更新について 

ク 子育て家庭支援課 

 ・児童虐待防止に関する協力依頼について 

ケ 文化財課 

 ・国史跡琵琶塚古墳整備に係る現状変更の許可及び今後の予定について 

 

 

〇日高教育総務課長 

それではお時間になりましたので、ただいまより、令和７年１０月定例教育委員会を始めさせ

ていただきます。濱口教育長よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。改めまして皆さんこんにちは。ただいまより、１０月の定例教育委員会を開始したいと

思います。本日の会議録の署名は高橋委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたし

ます。    

私の方からは、別紙でお配りしている令和７年度第２回下都賀地区小・中・義務教育学校長

研修会教育長部会長挨拶要旨について報告いたします。先日、栃木県の高校で起こった盗撮

事件が報道されました。それを受けまして、高校の先生方にいち早く夏休み中に校内の総点検
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の指示が下り、その後義務教育の方にも同様の指示がありました。これに伴いまして、２学期

になり改めて教育長名で不祥事防止に向けた体制の整備ということで、県の教育長の方から

直接の指示がありました。この資料は、今日の校長会用に、内容を抜粋した形でまとめたもの

になります。この中で特に教育長部会でも話合いをしたのは、教員のスマートフォンの使用の

有無についてです。今カメラといえば一眼レフ等ではなくスマホを使用しており、教員のスマ

ホを禁止にすると、記念写真の際や日常の撮影の際に相当なストレスを与えてしまうのではな

いかということでかなり協議を行いました。その結果、教員個人のスマホでの撮影がいろいろ

な悪影響につながったことを教育界全体が反省しなければいけないということで、県の教育

長が言っている「撮影は学校所有のカメラや端末を使用し、写真画像の校外持ち出しは管理職

の許可制」という内容を受けざるを得ないだろうということで、（３）のところに書いておりま

す。盗撮事件がいろいろ波及して、その画像を保有していた職員が芋づる式に逮捕されている

という状況で、大変教育界全体においても大きな問題であると認識しております。このような

内容を各学校にお知らせしましたことをお伝えしておきます。それでは続きまして、岩井委員

の方からお願いします。 

〇岩井委員 

はい。私の方からは、１０月１日に下都賀地区教育委員会連合会の会議がございまして、令和

７年度の中間事業報告・決算報告等につきまして審議の結果、承認されたことを報告させてい

ただきたいと思います。もう１点が、下都賀地区教育委員会連合会の方で部活動の地域移行に

ついての報告を受け、いろいろと資料を頂きました。その中で、部活動指導に関する兼業の登

録が佐野市の方は現在３６名ほどおりますという数字の発表がありました。クラブによっても

陸上部は佐野市全体で運営していたり、サッカー部も６校一斉に行うということで、休日のう

ちの半分は地域クラブとしてスタートしているということです。もう１点は、ＮＰＯ法人に依頼し

て部活動の移管を行っているという説明を聞きました。以上、簡単ではありましたが報告にな

ります。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。続きまして、事務局からの報告事項に入ります。こども未来

部上野部長お願いします。 

〇上野こども未来部長 

はい。私の方からは、こども未来部・生涯学習部共に来年度の予算編成時期に入ってきたと

ころでございます。詳細につきましては毎年同様に１月ごろにご提示できると思いますが、教

育委員さんの方からも来年度予算編成に向けてのご要望、また、事務局の方からの後押しが

いただけると非常にありがたいと思います。今年度と比較しまして、来年度はこども未来部と

生涯学習部の創設により、教育委員会の予算規模が非常に大きくなると思われます。内容の

点検等ご苦労をおかけするかもしれませんが、どうぞよろしくお願いいたします。私の方から

は以上でございます。 

〇濱口教育長 
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はい。宮田次長お願いします。 

〇宮田こども未来部次長 

はい。私の方からはございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは篠原部長お願いします。 

〇篠原生涯学習部長 

はい。私の方からもございません。 

〇濱口教育長 

はい。渡邉次長お願いします。 

〇渡邉生涯学習部次長 

はい。私の方からもございません。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、各課による報告に移りたいと思います。教育総務課お願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。まず１件目になります。資料１ページをご覧ください。寄付受け入れ

について報告させていただきます。中央図書館へ図書の寄付が２件ございました。「実録昭和

史」他８冊及び「国宝」上・下２冊になります。寄付者等につきましては、記載の通りとなります。 

続きまして、２ページをご覧ください。叙位叙勲の伝達について報告させていただきます。

まず死亡叙位についてです。記載の方について、９月１６日に伝達してまいりました。また、高

齢者叙勲について、９月３０日に伝達してまいりました。詳しい内容については記載の通りとな

ります。教育総務課からは以上です。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、こども教育課お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。よろしくお願いいたします。こども教育課からは、第１回アジア湿地ネットワーク会議へ

の参加についての報告となります。小山市では令和４年にスイスで開催されラムサール条約第

１４回締約国会議にて湿地教育を公教育の中に取り込むことを奨励する決議が採択されたこ

とを受けて、日韓をはじめとしたアジア圏の湿地教育交流を推進しております。今年５月には、

韓国仁川で行われている湿地教育関連行事に、市長や市議会をはじめ、下生井小学校卒業生

や教員を含めた関係者で仁川広域市を訪問しておりまして、日韓をはじめとしたアジア圏の湿

地教育交流が始まっております。そしてこのたび、これらの取り組みの一環としまして、小山市

における湿地教育に関する基調講演の依頼が浅野市長宛に届いたことから、中国海口市で開

催予定の第１回アジア湿地学校ネットワーク会議に参加しようとするものでございます。主管

課は総合政策部ゼロ・カーボン・ネイチャー・ポジティブ推進課になります。期間は令和７年１２

月９日火曜日から１２月１３日土曜日、９日と１３日は移動日となります。場所は中国海口市とな

ります。日程は今お配りしましたとおり、９日・１３日が移動日となりまして、会議全体は中３日
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となります。小山市の参加者としましては、浅野市長を始めまして、市職員ゼロ・カーボン・ネイ

チャー・ポジティブ推進課および秘書課で、教育委員会職員としましてはこども政策課・こども

教育課から１名ずつと共に、保護者同伴の上、下生井小学校の卒業生である乙女中学校の１年

生３名参加となります。会議ではアジアの湿地学校の生徒と教師や湿地教育当局職員との交

流や取り組みの実践発表を予定しております。以上よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、教育研究所お願いします。 

〇和久教育研究所長 

はい。教育研究所です。よろしくお願いします。資料は４ページ、市内小・中義務教育学校の

校務用端末及び児童生徒１人１台端末の更新についてご報告申し上げます。趣旨でございます

が、こちらの端末につきましては、国の方がGIGAスクール構想ということで推進しているも

のでございます。現在は、令和６年度からの第２期に該当しておりますが、第１期が令和元年度

から令和５年度の期間で推進されまして、この期間に整備されました児童生徒が使う端末、ま

た、教師が使っています校務用端末を整備しようとするものです。この第２期におきましては、

児童生徒用端末の更新と校務のデジタル化の推進が主な内容として示されておりますので、

本市においても更新を実施するものございます。３番の更新内容ですが、（１）には校務用端末

としまして、教職員の方が使用する端末を、（２）としまして児童生徒が使用する端末の概要を

記載させていただきました。（１）番の校務用端末の更新ですが、①の使用者と重複しますが、

教職員が使用するものになってございます。②番の更新台数としましては、予備機を含みまし

て１３３０台の更新です。③の使用開始ですが、来月の１１月からの使用を予定しております。④

番としまして、こちらの端末につきましては、Ｗｉｎｄｏｗｓを使った端末を整備いたします。⑤番

の備考についてでございますが、１つ目にありますけれども、この更新に当たりまして、これま

で学校では主に事務で関わる際に使用する校務用端末と授業等で使用する指導者用端末の２

台を準備しておりましたが、１台に統合する予定でございます。２つ目ですが、今後のデジタル

化の推進の趣旨に基づきまして、この端末の更新に伴い、令和８年度以降の運用開始を見込ん

でいるものでございますけれども、アスタリスクで書かせていただきました、文書収受・旅費休

暇申請・徴収金管理・保護者の皆様へのデジタル配信といった電子化のシステムを導入する予

定でございます。（２）の児童生徒１人１台端末の更新に移らせていただきます。こちらの（2）②

の更新台数ですが、予備機を含んで１２９４６台を予定してございます。③の使用開始ですけれ

ども、年明けになりますが、１月から３月に各学校におきまして、設定等の準備をいたしまし

て、令和８年度４月から使用を開始する予定でございます。④番の端末種別については、

Windowsを予定しております。⑤の備考ですが、更新時期ですが、先行して導入しました東

城南小学校につきましては令和６年度中に更新済みでございます。（３）ですが、５年間の賃貸

借契約ということで、更新予定です。４番のその他ですが、現在使っている端末ですが、更新に

当たりまして使用が終了したものにつきましては、委託業者によりましてデータを消去の上、

撤去を行ってまいります。教育研究所からは以上です。よろしくお願いします。 
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〇濱口教育長 

はい。続きまして、子育て家庭支援課お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

はい。６ページをご覧ください。今回、児童虐待防止に関する協力依頼についてご報告させ

ていただきます。委員の皆様もご承知の通りだと思いますが、平成１６年９月に幼い兄弟が犠

牲となった虐待が発生しまして、昨年度で２０年の節目を迎えました。それを受けまして、市で

は、９月１２日から１１月末までを「オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン」期間と定

め、市民の皆様へ理解を深めていただく取り組みを実施することにいたしました。今回小・中・

義務教育学校等保護者の方に虐待とは言い切れない大人からこどもへの避けたい関わり、全

てをマルトリートメントといいますが、そちらに関して啓発をさせていただき、虐待の未然防止

につながることを目的に、協力依頼を先週に学校等を通しまして保護者の方に発信をさせて

いただきました。４番マルトリートメントに関する周知ということで、別添でカラー刷りのチラシ

を配布させていただいたと思いますが、こちらに関しましては、昨年度ライトキューブの方で１

１月４日にこども家庭庁と栃木県が合同でこども虐待防止推進全国フォーラムとちぎというも

のを開催したのですが、その中でトークセッションでいらっしゃった福井大学の友田明美先生

監修のチラシになっておりまして、非常にわかりやすいものかと思います。５番に書いてありま

すが、学校等につきましては職員室コネクトサービスを活用させていただきまして、保護者に

配信をさせていただいたところでございます。添書にはいろいろ長文で書かせていただいた

のですが、まずはマルトリートメントのチラシをご覧いただいて、何かあれば小山市子育て家庭

センターまでご相談くださいということを書かせていただきましたのと併せまして、学校等で

は虐待を受けたと思われる児童を発見した際には、市や児童相談所への通告が義務となって

いるのでご理解くださいという文面も今回周知させていただいたところでございます。以上

でございます。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは文化財課お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。文化財課でございます。８ページをご覧ください。案件としましては、国史跡琵琶塚古

墳整備に係る現状変更の許可及び今後の予定についてでございます。趣旨としまして、令和７

年９月１９日に開催されました国の文化審議会において琵琶塚古墳整備事業に係る現状変更

許可申請が許可されたため、今後の予定と併せて報告するものになります。３の経緯としまし

ては、令和５年１２月に新聞において小山市における許可申請の不履践が発覚しまして、整備

が中断されています。その後、再発防止策のとりまとめや重機を使用したことに対する検証を

行いまして、今年５月、琵琶塚・摩利支天塚古墳整備委員会の方に結果を諮りまして、ご了解を

頂きました。その後、県・文化庁との協議を行いまして、８月１２日に現状変更許可申請を県を

通して文化庁に提出したものになります。それが９月３０日に、９月１９日付け文書として許可

書の方を頂いたところでございます。４番としまして、５月の整備委員会におきまして承認い
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ただいた件が２点ほど記載されております。１点目が再発防止に向けた取り組みについて、２

点目が重機使用の検証結果についてで、どちらも委員の了解を頂いたところでございます。5

番としまして、現状変更認可申請の内容が４点ほどございまして、こちらは記載の通りになり

ますけれども、こちらにつきましては、平成３０年度から令和５年度までに実施しました現状変

更の許可申請になります。今後の予定については、先月古墳の整備委員会の方でご了解を頂

いたところでして、次年度につきましては、整備手法の検討や工程表の策定等を行い、そちら

について整備委員会の方で検討していただきまして、了解を頂きましたら県や文化庁との協

議を行い、現状変更許可手続きや国庫補助要望手続きを行ってまいります。添付文書としまし

て、１０ページ以降に許可書と現状変更についての通知を載せています。以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは以上で報告事項についての説明が終わりました。委員の皆様方から、何かこ

れまでの報告事項に関しての質疑等がありましたらお願いします。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

４ページの校務用端末の更新についてという議案で、２点ほど質問をさせていただきます。

中段にあります校務用端末の更新の備考の欄の、保護者へのデジタル配信システムについて

です。従来は紙ベースで資料を配布していたところをデジタルで配信するということで、本当

に環境にやさしい良い取り組みだと思うのですが、保護者の受け取れる環境はどの家庭でも

受け取れるのでしょうか。保護者側のパソコンの環境等が整っているものなのか、また、スマホ

やタブレットに送る想定もあるのか、受け取る保護者側の現在の状況についてどのような形な

のかを教えていただければと思います。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇和久教育研究所長 

はい。ただいまの質問にお答え申し上げます。ご指摘のありました保護者へのデジタル配信

サービスですけれども、保護者の方が受け取る環境としましては、インターネットが閲覧できる

スマートフォンもしくはパソコンで閲覧することが可能です。現状、職員室コネクトサービスと

いうものを先行して運用させていただいております。こちらは保護者の方がお子さんの欠席

等の連絡を学校に行う場合、また、学校から緊急の電子メール等を保護者の方に直接お届けし

たい場合に運用しているものですが、この職員室コネクトサービスにつきましても、保護者の

方のスマートフォンもしくはパソコンで閲覧いただくようなことになっております。お知らせし

ましたデジタル配信サービスにつきましては、もう少し周知の内容に特化した形でお知らせす

るものでございますので、保護者の方につきましては、現在お使いいただいているスマートフ

ォンもしくはパソコンでそのままご利用できる内容になってございます。保護者の方がどのく

らいこのサービスを利用できるかという実数の具体的な数字につきましては、各学校の回答

を求めてはいませんが、各学校で事情によりスマホやパソコンを使えない方が若干名いるよう
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な状況でありますので、その場合には、学校から紙媒体等でお知らせすることになります。で

すので、このサービスの運用に当たりましても、そうした実数につきましては改めて確認の上、

電子上で受け取れない保護者への配慮を各学校に求めていく必要があると考えてございま

す。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇岩井委員 

はい。もう１点が、５年ごとに新しい契約を行うというところで、リース契約ではあると思い

ますが、私の記憶だとかなり多額の予算がかかると思います。すでに予算を確保していること

だとは思いますけれど、どのくらいの予算規模なのかを教えていただければと思います。 

〇和久教育研究所長 

はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。今回の更新にかかる契約の概算になります

が、児童生徒１人用のタブレット端末は、賃貸借契約年間１億５０００万円になります。また、教

職員が使用する校務用端末ですが、小学校と中学校あわせまして、こちらが年間１億円ぐらい

の賃貸借契約になってございます。以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇岩井委員 

はい。その契約の業者はもうすでに選定済みで、従来の業者の契約を更新のような形にな

るということですか。 

〇和久教育研究所長 

はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。今回の契約の更新に当たりましては、入札

の方を行いました。実際には、各種設定を行う業者と本体を準備する業者に分かれます。設定

につきましては、これまでのインターネット環境でありますとか、各学校の通信環境もしくは端

末にかかる整備状況が様々ですので、設定に関わる業者につきましては、随意契約の方で行

わせていただきました。ただ、数が膨大になります端末の本体の準備につきましては入札を行

いまして、そこで落札した業者に依頼する契約になっております。以上になります。よろしくお

願いします。 

〇岩井委員 

はい。わかりました。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがですか。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員   

はい。６ページの子育て家庭支援課の児童虐待防止に関する依頼協力についてです。私は２

０年前の事件を知らなかったので調べるところから始まりましたが、かなり凄惨な事件でした

ので、それを地域で予防できるような仕組みにしていくのがこのキャンペーンの狙いだと理解

しております。先ほど、職員室コネクトサービスを用いて保護者に今回の通知を行ったとの説

明を受けましたが、保護者にとってはいろいろな連絡がある中の１つですので、通知を見逃し

たり、詳しい内容までは把握できない場合も考えられます。今回私は先に資料としていただい

ていたので、マルトリ予防のホームページを見させていただき、福井大学の先生のお話等は非
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常に勉強になりました。しかし、このいただいた資料だけですと、自分がこういうことをやるこ

とでマルトリになっているかもしれないという気づきには繋がると思いますが、ホームページ

を見るとさらに詳しく内容が記載されており、保護者の気持ちも楽になる素晴らしい内容だと

思いました。ですので、今回通知のみで終わるのではなく、できればそういったところをもう少

し保護者の方に伝えられるようなイベントや勉強会のようなものをやってもらえるといいなと

思います。それと、資料の参考の中の２番目の「オレンジリボンをごぞんじですか」というところ

のリンクを押したのですが飛べませんでした。もしかしたら、更新された時にリンクが切れてし

まったかもしれないのでご確認をお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。まず、今回配信をきっかけにいろいろと調

べていただいたということで大変ありがとうございました。本来ならばチラシ本体も添付した

かったのですが、コネクトサービスの容量の関係上、まずは配信のみをさせていただきました。

委員のおっしゃるように、ホームページをみますと大変細かく情報が載っているものですか

ら、これを機に保護者の方のかかわり等についても講座等ができればよいと考えております

が、今年度おいては、まずはチラシでマルトリということ自体を知っていただくことにとどまっ

ているのが現状になります。オレンジリボンのアドレスにつきましては、もう一度確認をさせて

いただきたいと思います。大変申し訳ございませんでした。以上でございます。 

〇高橋委員 

はい。ありがとうございました。 

〇濱口教育長 

ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

８ページの古墳について質問をしたいと思います。今まで教育長さん初め、各課の方が京都

まで出向いて、それで何とかここまでこぎつけたというのだと思います。大変ご苦労様でした。

いよいよ令和９年から古墳の整備が再開するという中で、この古墳を小山市のこどもや市民

のためにどのように使っていこうとしているのか未来像があれば教えていただきたいと思い

ます。また、栃木街道に入るにあたり、本来ならそれを宣伝する看板のようなものがあるとい

いなと昔から思っています。せっかく資源があるのに案内の少なさにより効果があまり上がら

ないのではないかというふうに思いますので、その辺りについてお伺いしたいです。 

〇濱口教育長 

はい。星場文化財課長お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。それでは、ただいまのご質問にお答え申し上げます。整備の設定目標としましては、令

和元年度に実施設計ができておりますので、それに基づいて整備していくという形になってお
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ります。活用の方法としましては、現在春に開催している花祭りを含めて、地元の方にご協力

いただきながらお祭りを開催しているところでございまして、今後もご協力を頂きながらＰＲ

できるよう努めてまいりたいと思っております。案内看板につきましては、申し訳ございませ

んが看板の所在については現在把握しておりません。しかし、整備が終了した暁には、周辺に

ついても十分利用できるように整備していきたいと考えております。以上よろしくお願いいた

します。 

〇奥中委員 

せっかくの大事な資源ですし、集客の１つになると思うので、小山だけではなく栃木県・日本

にもこのような場所があるということを示すものとして、大いに活用していければいいと思い

ます。また、資料館の入り口がわからないという問い合わせが結構あるので、できるだけわか

りやすい案内板みたいなものを作って工夫をしていただきたいと思います。 

〇星場文化財課長 

はい。ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

整備委員会でもいろいろな意見が出ており、周りの木がうっそうと生えていて、だいぶ倒れ

ているという意見もありました。ところが、あれは市のものではなく民有地だから手が下せま

せんとか、あるいは古墳へつながるところにたくさん木が生えてきているが、木の伐採に関し

ては古墳の整備の事業ではなくて、道路整備の話だからここでは回答できませんという内容

もありました。しかし、全体としては、琵琶塚・摩利支天塚古墳両方含めて周りを１周見学でき

るような形にしていく流れになっていくと思います。 

〇奥中委員 

今教育長からのお話にもありましたが、古墳の整備や周辺の道路の桜の管理等問題はいろ

いろありますが、やはり一括して計画をしないといつまでたっても良くならないと思います。

ですので、担当が違うので難しいのかもしれませんが、できるだけ他課とも協力をして進めて

いってもらいたいと思います。 

〇星場文化財課長 

 はい。周辺の桜については、歩行者や自転車等の通行される方の危険もありますので、なる

べく早くやっていただけるようにお話ししていきたいと思います。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがでしょうか。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。３ページのアジア湿地学校ネットワーク会議への参加についてですが、非常に名誉な

会議の第１回に日本の代表として参加できるためとてもすごいことだと思います。せっかくこ

のような名誉ある第１回の会議で小山市の市長さん、また乙女中学校の生徒さんも参加して

いるということで、今回の会議の録画・配信することは可能なのでしょうか 

〇佐山こども教育課長 
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はい。その点につきましては、ネットワーク環境が少し厳しい話は聞いております。ですの

で、どのような会議が行われたかについては何らかの形でご報告できたらと思います。 

〇岩井委員 

とても名誉なことですので、広く小山市民はもちろん、多くの方に見てもらえれば良いなと

思います。私としては、できれば録画をしといて、それを各学校の昼休みに見たりしてもらえれ

ばなと思うのですが、ビデオの持ち込みは駄目なのでしょうか。 

〇佐山こども教育課長 

担当課に確認してみます。 

〇岩井委員 

よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

今回の引率の中の教育委員会の職員２名については決まりましたか。 

〇佐山こども教育課長 

はい。こども政策課の方の櫻井担当と、こども教育課の井上補佐ということで、今渡航の手

続きを始めております。 

〇濱口教育長 

子どもの人数も乙女中３名で、保護者も全員参加ということで確定しているのでしょうか。 

〇佐山こども教育課長 

はい。確定しております。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。大橋委員お願いします。 

〇大橋委員 

 ６ページにあります児童虐待防止に関する協力依頼についてですが、マルトリートメントにつ

いて、学校を通した周知は大変良いことだと思います。そこで、オレンジリボン児童虐待防止推

進キャンペーン期間の間に、今回の配付された西口祭り以外に計画しているイベント等があり

ましたらお伺いしたいです。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。本年度のオレンジリボン・児童虐待防止推

進キャンペーン期間の取り組みといたしましては、先ほど委員さんがおっしゃった１０月２６日

の西口祭りでお菓子入れという形で、オレンジリボンのバックを「おやまくま」とコラボしたデ

ザインにしまして、その中にお菓子を入れていただくというような形で用意しまして、庁舎内に

ブースを設ける形で行うのが１つになります。その他に街頭啓発としまして、先日１１日の土曜

日にイオン小山店のタカキュー前の通路を活用しまして、チラシ等の配布と塗り絵、それから塗

り絵を塗ったものを使った缶バッチの作成を行いました。こちらは１時間という時間の中で、
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約２００名の大人の方にチラシの配布と、３０名のお子様に塗り絵や缶バッチをお渡させてい

ただいたところでございます。その他の街頭啓発いたしまして、１１月２日にハーヴェストウォー

クでも啓発を予定しております。また、１１月１４日の夕方の時間帯には、JR小山駅のさくら道

で帰宅の方を対象に周知啓発をさせていただきたいと予定しております。また、すでにご存じ

の方もいらっしゃると思いますが、庁舎内にオレンジリボンの垂れ幕を設置させていただいた

のと、９月１２日から１１月いっぱいを予定として小山駅に看板を設置させていただいたところ

になります。その他、要保護児童等対策地域協議会の支援者の方向けに、児童虐待防止講演会

に変わる形で動画配信の準備をさせていてだいているところでございます。それから、オレン

ジリボンのワークショップということで、昨年度は２０年目の節目ということでしたので、５回コ

ースでさせていただいたのですが、今年度については３回コースということで、既に９月に１回

実施しております。２回目が１１月２６日で、３回目が年明けという形になりまして、１回目の参

加者は２７名という形で実施をさせていただいたところでございます。以上よろしくお願いし

ます。 

〇大橋委員 

盛りだくさんですね。頑張ってください。 

〇濱口教育長 

ありがとうございます。他にいかがですか。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは報告事項全て終わりましたけれど、せっかく博物館の館長がいらっしゃって

いるので、配付されている「祈りの群像」のチラシについて何か追加説明はありますか。 

〇佐久間博物館長 

はい。博物館でございます。よろしくお願いいたします。今月２５日から１１月３０日にかけま

して、ご覧のような展示会を開催させていただきます。展示するのは仏像・仏壇が十数点、そ

れから発掘した蔵骨器の壺などになります。また、初公開の資料もございますので、記載の通

りではございますけれども、ご来場いただければと思います。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは報告事項以上ということで今後の予定については

事務局から連絡等はありますか。 

〇前田教育総務係長 

 はい。それでは事務局から、次回の定例教育委員会のご連絡になります。次回委員会は令和

７年１１月１１日火曜日午後２時から本庁５階教育委員会室で開催いたしますのでよろしくお願

いします。以上になります。 

〇濱口教育長 
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はい。それでは大変お疲れさまでした。以上で１０月の定例教育委員会は終了したいと思い

ます。大変ご苦労様でした。ありがとうございました。 

 

                   閉会 午後 ３時１０分                 

 

 


